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はじめに

この補足マニュアルでは、Sun Netra™ X4450 サーバーの Integrated Lights Out 
Manager (ILOM) のサービスプロセッサ (SP) に関する情報を提供します。SP を使用
すると、遠隔からサーバーを管理することができます。このマニュアルは、UNIX® 
コマンドについての知識と経験が豊富なシステム管理者を対象としています。

関連マニュアル
次の表に、この製品のマニュアルを示します。オンラインドキュメントは、次の 
URL で参照できます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/server.nebs

用途 タイトル Part No. 形式 場所

設置 『Sun Netra X4450 サーバー設置マ
ニュアル』

820-6118 PDF 
および 
HTML

オンライン

保守 『Sun Netra X4450 サーバーサービス
マニュアル』

820-6130 PDF 

および 
HTML

オンライン

問題および更
新

『Sun Netra X4450 Server Product 
Notes』

820-4018 PDF 
および 
HTML

オンライン
vii



プラット
フォームの安
全性および適
合性

『Sun Netra X4450 Server Safety and 
Compliance Guide』

820-4183 PDF お
よび 
HTML

オンライン

一般的な安全
性

『Important Safety Information for 
Sun Hardware Systems』

816-7190 PDF オンライン

概要 『Sun Netra Rack Server Getting 
Started Guide』

820-3016 印刷物
および

PDF

出荷キット
および

オンライン

用途 タイトル Part No. 形式 場所
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第 1 章

Sun Netra X4450 サーバー用の 
ILOM

この章では、Sun Netra X4450 サーバー用の ILOM について説明します。

この章は、次の節で構成されています。

■ 1 ページの「プラットフォーム固有の ILOM 機能」

■ 1 ページの「Telco アラームポートの ILOM による制御」

■ 2 ページの「Sun Netra X4450 サーバーでサポートされていない ILOM 機能」

プラットフォーム固有の ILOM 機能
ILOM は多くのプラットフォームで動作し、すべてのプラットフォームに共通する機
能をサポートしています。ILOM の機能の中には、すべてのプラットフォームではな
く、一部のプラットフォームでのみ使用できるものがあります。このドキュメントで
は、『Sun Integrated Lights Out Manager 2.0 ユーザーズガイド』で説明されている
一連の機能を補足する、Sun Netra X4450 用の機能について説明します。

Telco アラームポートの ILOM による制
御
ILOM のアラームが表明されると、適切な LED が点灯し、対応するアラーム信号が
背面パネルのアラームポートに送信されます。アラームがオフになると、LED が消
灯し、アラームポート信号はリセットされます。
1



電気通信環境では、アラームポートは中央局の警報システムに接続しています。ア
ラームコネクタのピン配列および信号については、『Sun Netra X4450 サーバーサー
ビスマニュアル』を参照してください。

Sun Netra X4450 サーバーでサポートさ
れていない ILOM 機能
ほかのプラットフォームでサポートされている ILOM 機能の中で、次の機能はこの
サーバーの ILOM ではサポートされていません。

■ ILOM リモートコンソール

■ シングルサインオンなどの、シャーシ監視モジュール (CMM) 機能

このドキュメントの以降の章では、このサーバーでサポートされている ILOM 機能
について説明します。
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第 2 章

サービスプロセッサの管理

この章では、ほかのプラットフォーム上の ILOM と共通の一連のプロパティーを補
足する、Sun Netra X4450 サーバーの ILOM プロパティーについて説明します。この
章では、特に /SP ネームスペースのプロパティーについて説明します。この章は、
次の節で構成されています。

■ 3 ページの「SP を使用した顧客情報の格納」

■ 4 ページの「サービスプロセッサ設定の出荷時のデフォルトへの変更」

■ 6 ページの「SSH サーバーの設定の管理」

SP を使用した顧客情報の格納
この節では、インベントリ管理、サイトの資源管理などの目的で、SP および FRU 
PROM に情報を格納できる ILOM 機能について説明します。

▼ CLI を使用して、システム識別情報を変更する

/SP system_identifier プロパティーを使用すると、顧客の識別情報を格納でき
ます。

● -> プロンプトで、次のように入力します。

-> set /SP system_identifier=data
3



▼ Web インタフェースを使用して、顧客の識別情報
を変更する

1. ILOM Web インタフェースに管理者 (root) としてログインし、Web インタ
フェースを表示します。

2. 「System Information」-->「Identification Information」を選択します。

図 2-1 ILOM の「Identification Information」ウィンドウ

3. 「SP Hostname」が表示されます。

4. 「SP System Identifier」フィールドを編集します。

5. 「Save」をクリックします。

サービスプロセッサ設定の出荷時のデ
フォルトへの変更
この節では、サービスプロセッサの設定を出荷時のデフォルトへ戻す方法について説
明します。
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▼ CLI を使用して、サービスプロセッサの設定を出
荷時のデフォルト値にリセットする

reset_to_defaults プロパティーを使用すると、すべての ILOM 構成プロパ
ティーを出荷時のデフォルト値に戻すことができます。all オプションを指定する
と、ILOM 構成とすべてのユーザー情報が出荷時のデフォルト値に戻ります。

1. -> プロンプトで、次のように入力します。

reset_to_defaults は、次のいずれかに設定できます。

■ none － 変更しません。

■ configuration － ユーザーデータベースを保持します。

■ all － ユーザーデータベースをリセット (クリアー) します。

2. サービスプロセッサをリセットして、新しいプロパティー値を有効にします。

▼ Web インタフェースを使用して、サービスプロ
セッサの設定を出荷時のデフォルトにリセットす
る

1. ILOM Web インタフェースに管理者 (root) としてログインし、Web インタ
フェースを表示します。

2. 「Maintenance」-->「Configuration Management」を選択します。

3. 「Reset Defaults」の値を選択します。

-> set /SP reset_to_defaults=all
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図 2-2 ILOM の「Configuration Management」ウィンドウ

4. 「Save」をクリックします。

SSH サーバーの設定の管理
SSH サーバーの設定を管理するには、この節の手順を使用します。

▼ CLI を使用して、SSH 鍵のタイプを変更する

set /SP/services/ssh generate_new_key_type コマンドを使用すると、使用
するサーバーで生成された Secure Shell (SSH) ホスト鍵のタイプを変更できます。タ
イプを変更したら、set /SP/services/ssh generate_new_key_action コマン
ドを使用して、新しいタイプの新しい鍵セットを生成します。

● -> プロンプトで、次のように入力します。

value には、rsa または dsa を指定できます。

-> set /SP/services/ssh generate_new_key_type=value 
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▼ CLI を使用して、新しい SSH 鍵セットを生成す
る

set /SP/services/ssh generate_new_key_action コマンドを使用すると、新
しい Secure Shell (SSH) ホスト鍵のセットを生成できます。

● -> プロンプトで、次のように入力します。

▼ CLI を使用して、SSH サーバーを再起動する

set /SP/services/ssh generate_new_key_action コマンドを使用して新しい
ホスト鍵を生成したあとは、set /SP/services/ssh restart_sshd_action コ
マンドを使用して SSH サーバーを再起動します。これによって、サーバーの専用
データ構造がメモリーにふたたび読み込まれます。

● -> プロンプトで、次のように入力します。

▼ CLI を使用して、遠隔接続を使用可能または使用
不可にする

set コマンドで /SP/services/ssh state プロパティーを使用すると、遠隔接続
を使用可能または使用不可にすることができます。

● -> プロンプトで、次のように入力します。

value は、enabled または disabled です。

▼ Web インタフェースを使用して、SSH サーバー
の設定を管理する

1. ILOM Web インタフェースに管理者 (root) としてログインし、Web インタ
フェースを表示します。

-> set /SP/services/ssh generate_new_key_action=true 

-> set /SP/services/ssh restart_sshd_action=true

-> set /SP/services/ssh state=value 
 第 2 章 サービスプロセッサの管理 7



2. 「Configuration」-->「SSH Server Settings」を選択します。

図 2-3 ILOM の「SSH Server Settings」

3. 「SSH Server」プルダウンメニューから処理を選択します。
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4. 「Generate RSA Key」または「Generate DSA Key」をクリックして、新しい鍵
のタイプと新しい鍵を生成します。

新しい鍵を生成した場合は、新しい鍵を有効にするために SSH サーバーを再起動
します。

注 – SSH サーバーを再起動するか使用不可にすると、SSH 上で動作している CLI 
セッションは即時に終了します。

アラームインジケータの管理
アラームインジケータは、ILOM の CLI または Web インタフェース、あるいは 
IPMItool ユーティリティーを使用して管理します。アラームインジケータをオンに
設定すると、背面パネルのアラームポートとフロントパネルのアラーム LED で、対
応するアラームがオンになります。アラームを設定またはリセットするには、次の手
順を使用します。

▼ CLI を使用して、アラームインジケータをオンま
たはオフに設定する

set コマンドで /SYS/ALARM/ value プロパティーを使用して、アラームをオンま
たはオフに設定します。

● -> プロンプトで、次のいずれかのコマンドを入力します。

state は、on または off です。

▼ Web インタフェースを使用して、アラームインジ
ケータをリセットする

ILOM Web インタフェースでは、オンになっているアラームインジケータをオフに
することだけ実行できます。

-> set /SYS/ALARM/CRITICAL value=state
-> set /SYS/ALARM/MAJOR value=state
-> set /SYS/ALARM/MINOR value=state
-> set /SYS/ALARM/USER value=state
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1. ILOM Web インタフェースに管理者 (root) としてログインし、Web インタ
フェースを表示します。

2. 「System Monitoring」->「Indicators」を選択します。

図 2-4 ILOM の「System Monitoring」

3. インジケータの横にあるラジオボタンを選択して、「Actions」ドロップダウンリ
ストからオプションを選択します。
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4. 「Save」をクリックします。

▼ すべてのアラームインジケータの状態を取得する

● 次のように入力します。

ilom_ipaddr はサーバーの ILOM IP アドレス、user はユーザー名、password はパ
スワードです。

▼ 一つのアラームインジケータの状態を取得する

● 次のように入力します。

ilom_ipaddr はサーバーの ILOM IP アドレス、user はユーザー名、password はパ
スワード、alarm の値は CRITICAL_ALARM、MAJOR_ALARM、MINOR_ALARM、ま
たは USER_ALARM です。

▼ アラームインジケータをオフにする

● 次のように入力します。

ilom_ipaddr はサーバーの ILOM IP アドレス、user はユーザー名、password はパ
スワード、alarm の値は CRITICAL_ALARM、MAJOR_ALARM、MINOR_ALARM、ま
たは USER_ALARM です。

ipmitool -H ilom_ipaddr -U user -P password sunoem sbled get all

ipmitool -H ilom_ipaddr -U user -P password sunoem sbled get alarm

ipmitool -H ilom_ipaddr -U user -P password sunoem sbled set alarm off
 第 2 章 サービスプロセッサの管理 11



▼ アラームインジケータをオンにする

● 次のように入力します。

ilom_ipaddr はサーバーの ILOM IP アドレス、user はユーザー名、password はパ
スワード、alarm の値は CRITICAL_ALARM、MAJOR_ALARM、MINOR_ALARM、ま
たは USER_ALARM です。

ipmitool -H ilom_ipaddr -U user -P password sunoem sbled set alarm on
12 Sun Integrated Lights Out Managment 2.0 補足マニュアル Sun Netra X4450 サーバー • 2008 年 9 月



付録 A

Sun Netra X4450 ILOM の参照情報

この付録では、Sun Netra X4450 サーバーに関する参照情報を示します。

この付録の内容は、次のとおりです。

■ 13 ページの「Sun Netra X4450 サーバーのコンポーネント」

■ 14 ページの「Sun Netra X4450 サーバーのセンサー」

■ 16 ページの「Sun Netra X4450 サーバーのインジケータ」

■ 17 ページの「Sun Netra X4450 サーバーの SNMP トラップ」

Sun Netra X4450 サーバーのコンポーネ
ント
表 A-1 に、Sun Netra X4450 サーバーのコンポーネントを示します。

表 A-1 Sun Netra X4450 のコンポーネント

名前 説明

/SYS ホストシステム

/SYS/ALARM インジケータモジュール

/SYS/MB マザーボード

/SYS/BIOS BIOS

/SYS/CPLD NVRAM

/SYS/MB/MCH/Dxy DIMM、y はチャネル、x は DIMM を表す

/SYS/MB/NETx Network インタフェース、x はインタフェース番号を表す

/SYS/PCI_MEZZ PCI メザニントレー
 13



Sun Netra X4450 サーバーのセンサー
表 A-2 に、サーバーのセンサーを示します。

/SYS/PDB 配電盤

/SYS/PSx 電源装置、x はドライブの番号を表す

/SYS/SASBP ディスクドライブバックプレーン / SAS カード

/SYS/SP サービスプロセッサ

/SYS/SP/NET0 ネットワークインタフェース (BMC コントローラ)

表 A-2 Sun Netra X4450 サーバーのセンサー

タイプ 名前 説明 測定単位または値

構成要素の存在 /SYS/MB/Px/PRSNT マザーボード、CPU、x は CPU の
番号を表す

Present または Absent

/SYS/SASBP/PRSNT ディスクバックプレーン (SAS コン
トローラ)

Present または Absent

/SYS/PSx/PRSNT 電源装置、x は電源装置の番号を表
す

Present または Absent

/SYS/HDDx/PRSNT ディスクドライブ、x はドライブの
番号を表す

Present または Absent

/SYS/PSx/I_IN 電源装置の入力電流、x は電源装置
の番号を表す

アンペア

/SYS/PSx/I_OUT 電源装置の出力電流、x は電源装置
の番号を表す

アンペア

/SYS/FT0/Fx/TACH システムファン、x はファンの番号
を表す

RPM

/SYS/FT1/Fx/TACH ハードドライブファン、x はドライ
ブの番号を表す

RPM

/SYS/FT2/F0/TACH 配電盤のファン RPM

/SYS/PS0/F0/TACH 電源装置のファン RPM

/SYS/VPS 電源の出力電力 ワット

表 A-1 Sun Netra X4450 のコンポーネント (続き)

名前 説明
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/SYS/PSx/INPUT_POWER 電源装置の入力電力、x は電源装置
の番号を表す

ワット

/SYS/PSx/OUTPUT_POWER 電源装置の出力電力、x は電源装置
の番号を表す

ワット

電源装置 /SYS/PSx/VINOK 電源装置の電圧は正常、x は電源装
置の番号を表す

Deasserted または Asserted

/SYS/PSx/PWROK 電源装置の電力は正常、x は電源装
置の番号を表す

Deasserted または Asserted

/SYS/PSx/CUR_FAULT 電源装置の電流の障害、x は電源装
置の番号を表す

Deasserted または Asserted

/SYS/PSx/VOLT_FAULT 電源装置の電圧の障害、x は電源装
置の番号を表す

Deasserted または Asserted

/SYS/PSx/FAN_FAULT 電源装置のファンの障害、x は電源
装置の番号を表す

Deasserted または Asserted

/SYS/PSx/TEMP_FAULT 電源装置の温度の障害、x は電源装
置の番号を表す

Deasserted または Asserted

温度 /SYS/MB/T_AMB0 マザーボードの周囲温度 0 摂氏温度

/SYS/MB/T_AMB1 マザーボードの周囲温度 1 摂氏温度

/SYS/MB/T_AMB2 マザーボードの周囲温度 2 摂氏温度

/SYS/MB/T_AMB3 マザーボードの周囲温度 3 摂氏温度

/SYS/PSx/T_AMB 電源装置の周囲温度、x は電源装置
の番号を表す

摂氏温度

電圧 /SYS/ALARM/INPUT アラーム入力状態 Deasserted または Asserted

/SYS/MB/Px/V_VCC CPU の電圧、x は CPU の番号を表
す

ボルト

/SYS/MB/V_+12V マザーボード + 12V ボルト

/SYS/MB/V_VTT マザーボード VTT ボルト

/SYS/MB/V_+1V5 マザーボード + 1.5V ボルト

/SYS/MB/V_+3V3 マザーボード + 3.3V ボルト

/SYS/MB/V_+5 マザーボード + 5V ボルト

/SYS/MB/V_NIC マザーボード NIC ボルト

/SYS/MB/V_+3V3STBY マザーボード + 3.3V スタンバイ ボルト

/SYS/MB/V_+2V5STBY マザーボード + 2.5V スタンバイ ボルト

/SYS/MB/V_+1V8 マザーボード + 1.8V ボルト

表 A-2 Sun Netra X4450 サーバーのセンサー (続き)

タイプ 名前 説明 測定単位または値
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Sun Netra X4450 サーバーのインジケー
タ
表 A-3 に、サーバーのインジケータを示します。

/SYS/PDB/+5V0_POK 配電盤 + 5V Deasserted または Asserted

/SYS/PSx/V_IN 電源装置の入力電圧、x は電源装置
の番号を表す

ボルト

/SYS/PSx/V_OUT 電源装置の出力電圧、x は電源装置
の番号を表す

ボルト

表 A-3 Sun Netra X4450 のインジケータ

タイプ 名前

システム /SYS/LOCATE

/SYS/OK

/SYS/SERVICE

アラーム /SYS/ALARM/CRITICAL

/SYS/ALARM/MAJOR

/SYS/ALARM/MINOR

/SYS/ALARM/USER

ディスクドライ
ブ

/SYS/HDDx/SERVICE、x はドライブの番号を表す

/SYS/HDDx/OK2RM、x はドライブの番号を表す

CPU /SYS/MB/Px/SERVICE、x はドライブの番号を表す

DIMM /SYS/MB/MCH/Dxy/SERVICE、x はチャネルの番号を表し、y は DIMM 
の番号を表す

表 A-2 Sun Netra X4450 サーバーのセンサー (続き)

タイプ 名前 説明 測定単位または値
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Sun Netra X4450 サーバーの SNMP ト
ラップ
この節では、Sun Netra X4450 サーバーの SUN-HW-TRAP-MIB からの SNMP ト
ラップについて説明します。

表 A-4 すべてのホットプラグ対応コンポーネントに対するトラップ

トラップ

sunHwTrapFruInserted

sunHwTrapFruRemoved

表 A-5 BIOS が報告したエラーに対するトラップ

トラップ

sunHwTrapPreOSError

表 A-6 SDR のセンサーおよびコンポーネントに対応するトラップ

トラップ センサーまたはコンポーネント

sunHwTrapComponentError /SYS/ALARM/INPUT

/SYS/NMIBTN-HIDDEN

/SYS/PDB/+5V0_POK

ACPI

sunHwTrapComponentOk /SYS/ALARM/INPUT

/SYS/PDB/+5V0_POK

sunHwTrapFanSpeedCritThresholdDeasserted /SYS/PS0/F0/TACH

/SYS/PS1/F0/TACH

sunHwTrapFanSpeedCritThresholdExceeded /SYS/PSx/F0/TACH、
x は電源装置の番号を表す

sunHwTrapFanSpeedFatalThresholdDeasserted /SYS/FTx/Fy/TACH

/SYS/PSz/F0/TACH

x はファントレーの番号を表し、y は
ファンの番号を表し、z は電源装置の
番号を表す
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sunHwTrapFanSpeedFatalThresholdExceeded /SYS/FTx/Fy/TACH

/SYS/PSz/F0/TACH

x はファントレーの番号を表し、y は
ファンの番号を表し、z は電源装置の
番号を表す

sunHwTrapPowerSupplyError /SYS/PSx/CUR_FAULT
/SYS/PSx/FAN_FAULT
/SYS/PSx/PWROK
/SYS/PSx/TEMP_FAULT
/SYS/PSx/VINOK
/SYS/PSx/VOLT_FAULT

x は電源装置の番号を表す

sunHwTrapPowerSupplyOk /SYS/PSx/CUR_FAULT
/SYS/PSx/FAN_FAULT
/SYS/PSx/PWROK
/SYS/PSx/TEMP_FAULT
/SYS/PSx/VINOK
/SYS/PSx/VOLT_FAULT

x は電源装置の番号を表す

sunHwTrapSensorCritThresholdDeasserted /SYS/VPS

sunHwTrapSensorCritThresholdExceeded /SYS/VPS

sunHwTrapSensorFatalThresholdDeasserted /SYS/VPS

sunHwTrapSensorFatalThresholdExceeded /SYS/VPS

sunHwTrapSensorNonCritThresholdExceeded /SYS/VPS

sunHwTrapSensorThresholdOk /SYS/VPS

sunHwTrapTempCritThresholdDeasserted /SYS/MB/T_AMB0

/SYS/MB/T_AMB1

/SYS/MB/T_AMB2

/SYS/MB/T_AMB3

sunHwTrapTempCritThresholdExceeded /SYS/MB/T_AMB0

/SYS/MB/T_AMB1

/SYS/MB/T_AMB2

/SYS/MB/T_AMB3

sunHwTrapTempNonCritThresholdExceeded /SYS/MB/T_AMB0

/SYS/MB/T_AMB1

/SYS/MB/T_AMB2

/SYS/MB/T_AMB3

表 A-6 SDR のセンサーおよびコンポーネントに対応するトラップ (続き)

トラップ センサーまたはコンポーネント
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sunHwTrapTempOk /SYS/MB/T_AMB0

/SYS/MB/T_AMB1

/SYS/MB/T_AMB2

/SYS/MB/T_AMB3

sunHwTrapVoltageCritThresholdDeasserted /SYS/MB/V_+12V

/SYS/MB/V_+1V5

/SYS/MB/V_+1V8

/SYS/MB/V_+2V5STBY

/SYS/MB/V_+3V3

/SYS/MB/V_+3V3STBY

/SYS/MB/V_+5V

/SYS/MB/V_NIC

/SYS/MB/V_VTT

/SYS/PSx/V_OUT

x は電源装置の番号を表す

sunHwTrapVoltageCritThresholdExceeded /SYS/MB/V_+12V

/SYS/MB/V_+1V5

/SYS/MB/V_+1V8

/SYS/MB/V_+2V5STBY

/SYS/MB/V_+3V3

/SYS/MB/V_+3V3STBY

/SYS/MB/V_+5V

/SYS/MB/V_NIC

/SYS/MB/V_VTT

/SYS/PSx/V_OUT

x は電源装置の番号を表す

sunHwTrapVoltageFatalThresholdDeasserted /SYS/MB/V_+12V

/SYS/MB/V_+1V5

/SYS/MB/V_+1V8

/SYS/MB/V_+2V5STBY

/SYS/MB/V_+3V3

/SYS/MB/V_+3V3STBY

/SYS/MB/V_+5V

/SYS/MB/V_NIC

/SYS/MB/V_VTT

/SYS/PSx/V_OUT

x は電源装置の番号を表す

表 A-6 SDR のセンサーおよびコンポーネントに対応するトラップ (続き)

トラップ センサーまたはコンポーネント
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sunHwTrapVoltageFatalThresholdExceeded /SYS/MB/V_+12V

/SYS/MB/V_+1V5

/SYS/MB/V_+1V8

/SYS/MB/V_+2V5STBY

/SYS/MB/V_+3V3

/SYS/MB/V_+3V3STBY

/SYS/MB/V_+5V

/SYS/MB/V_NIC

/SYS/MB/V_VTT

/SYS/PSx/V_OUT

x は電源装置の番号を表す

sunHwTrapVoltageNonCritThresholdExceeded /SYS/PSx/V_OUT

x は電源装置の番号を表す

sunHwTrapVoltageOk /SYS/PSx/V_OUT

x は電源装置の番号を表す

表 A-6 SDR のセンサーおよびコンポーネントに対応するトラップ (続き)

トラップ センサーまたはコンポーネント
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索引
記号
/SP reset_to_defaults プロパティー, 5
/SP system_identifier プロパティー, 3
/SP/services/ssh 

generate_new_key_action プロパティー, 7
/SP/services/ssh generate_new_key_type 

プロパティー, 6
/SP/services/ssh restart_sshd_action プ

ロパティー, 7
/SP/services/ssh state プロパティー, 7
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